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本誌2022年4月号で「人と仕事をつなぐ職業世界
のインフラ」と題して厚生労働省が提供している職業
情報サイトの紹介をさせていただきました。今回、再
び本欄に執筆の機会をいただきましたので、その続編
として、「AIが何でも教えてくれる」時代の職業探索
について考えてみたいと思います。

職業探索の座標軸の変化

働く人を仕事世界のマップに位置付ける時、オーソ
ドックスな方法としては、「産業」と「職業」をタテヨ
コの軸として、そのグリッドの中のどこにいるかという
ことを考えます。建設コンサルタント業で働いている
人の場合、産業分類としては「建設業」ではなく「学
術研究、専門・技術サービス業」（大分類）のうち「土
木建築サービス業」（小分類）に位置付けられますが、
職業分類としては、土木技術者や建築技術者、測量
技術者、あるいは事務従事者など、幅広い分類にわた
ります。ITや危機管理などの人材のウェイトも高まる
傾向にあるでしょう。職業情報を提供する立場から
「建設コンサルタント業で働く人」の仕事を一般の人
にどう伝えるか？　と考えると、イメージを明確にす
るのはそう簡単ではなさそうです。
国勢調査をはじめとする国の各種統計も基
本的には「産業分類」や「職業分類」といった
分類体系に基づいて調査や集計が行われてき
ましたが、近年、2次元の分類では表現しきれ
ない領域が広がってきています。それでも経済
統計などでは一定の原則で網羅的に分類して
いくことが必要ですが、個人の仕事探しのため
には、より直感的にわかりやすく効率的な切り
口が求められます。そのため、長年いろいろな
工夫がされており、現行の職業情報提供サイト
（jobtag）でも、さまざまな角度からアプローチ
できるよう、「職業適性」、「イメージ（地図）」、
「仕事の性質」など、職業探索の手がかりが提
示されています（図1、図2）。
しかし、昨今、仕事探しに関して、もはや職

業情報提供側の意図や工夫も必要ない時代に入りつ
つあると感じられます。ふと浮かんだイメージをネッ
トで検索すれば、仕事に関する情報を簡単に広げる
ことができるからです。例えば、本号の特集テーマで
ある「南西諸島」に関連して、「南西諸島で働く」と入
力してGoogleで検索すると、沖縄県の移住応援サイ
ト、民間の求人情報、島で働いている人の体験談、南
西諸島の工場の働き方改革に関する論文など、多様
な情報源が提示されます。ひと昔前であれば、キャリ
アセンターのカウンセラーやハローワークの担当者な
どが職業選択を支援する過程で職業興味や適性・ス

あった高度人材も安泰ではいられないということです。
そうなった時に何が人間の仕事として残るのか。現
時点では将来の職業世界を正確に予測することは至
難の業でしょう。近未来の社会では、自動運転による
配送、ロボットによる訪問介護、生成AIによるカウン
セリングなど、対人業務でも働く人が不要になるとい
う予測もありますが、仕事の変化は技術革新だけでな
く人間側の要因によっても大きく左右されるものです。
過去の「消える職業」の予測で「いずれなくなる」と言
われながら、高齢化や働き方改革など社会的要因を
背景に、人手不足がむしろ深刻化している職業がいく
つもあります。個人的な希望を交えて言えば、これか
らもそれぞれの職務内容や作業方法は変わりつつ、人
間の適応能力を超えない範囲での職業世界の変化が
続くのではないかと考えたいのですが。

建設コンサルタント業で働くという選択肢

建設コンサルタント業のように高度な知識や経験
が必要とされる専門・技術サービス業の多くは、当面
コア部分の需要が減少する方向にはないでしょう。し
かし、人材育成や人材確保に関して、AIによる仕事
内容の変化や社会とのつながり方を意識した取組み
がさらに求められると考えられます。
人材確保について言えば、イメージで物事がつながっ

ていく時代には、さまざまな概念にいかにリンクしてい
けるかということが、人と仕事を結びつける要素となり
ます。ふと関心を持ったキーワードの連鎖に建設コン
サルタントに関わる仕事や職場や資格が引っかかるこ
とで、思いがけない出会いがあるかもしれません。
人材育成に関しては、AIによる仕事の変化を前提

に、自分の関心や働きがいをどのように繋ぎながら人
生100年を生きていけるのかというビジョンを、業界
で現に働いている方々とともに考えていくことが必要
なのではないでしょうか。職業人生が長くなる中、自
分の専門知識や経験がこの先も強みであり続けられ
るのかということは、専門・技術サービス業で働く個々
人にとって切実な問題です。
「建設コンサルタント業界で働く」ことが仕事を探
す人の選択肢にもっと食い込むには、そして、業界で
働く人々にとって「ここで働き続ける」ことが第一の
選択肢となるためには、「個々人が何をするのか？　
何ができるのか？」という具体的な仕事イメージを明
確にしていくことが、これまでにも増して大切な鍵に
なりそうです。

キルを把握し、助言してきたわけですが、このプロセ
スを吹っ飛ばし、必ずしも「職業」や「仕事」に関する
明確な志向を持っていなくても、ふと興味を持ったこ
とから可能性を広げていけるのが、誰でもインター
ネットを使える時代の仕事探しのひとつの形でしょう。

AIが変える仕事の将来

このように、AIはツールとして職業探索の形を大き
く変えましたが、より本質的な問題として、AIが仕事
のあり方そのものにどのような影響を及ぼすのかとい
うことが議論されています。これまで、技術革新は仕
事や職業のあり方にさまざまな影響を及ぼしてきまし
た。古くは労働力代替型の変化（重労働の機械化、
省力化、大量生産など）、20世紀後半はスキル代替型
の変化（事務仕事に暗算や清書が不要になるなど）が
起こりました。21世紀に入り、IT化の加速で「消える
職業」、「残る職業」は何かという議論が盛んだったこ
ともあります。そこでの予測では、おおむね、一般的
なスキルはアドバンテージを失い、高度の専門性や経
験、創造性、ヒューマンタッチが不可欠な職業が生き
残るというものでした。
しかし直近では、AIがもたらす次元の異なる変化
の可能性が指摘されています。高度の専門知識や経
験もAIにより共有可能になれば、これまで希少価値で
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このコーナーでは「日本が目指すべき姿と社会のあり方、そこで必要とされるインフラと実現に向けた方策、そして
その際に果たすべき建設コンサルタントの役割とは」をテーマに、各専門分野の視点からの提言を掲載しています。第34回

図1　厚生労働省職業情報提供サイト（jobtag）のトップ画面

図2　「工事現場の職業」のイメージ検索画面（jobtag）
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金崎 幸子（KANAZAKI Yukiko）

一般社団法人建設コンサルタンツ協会　理事
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